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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側壁に上下位置に形成された流入ポート及び排出ポート、下部に形成された装着孔、及
び上側に提供される密閉用カバーを含むハウジングと、
　長手方向に貫通孔が形成されたボールジョイントと、前記ボールジョイントの端部に結
合される吸着パッドとを含み、前記ボールジョイントのボール部がハウジングの下部装着
孔内に装着されて回動可能に結合されるパッド部と、
　前記排出ポートと貫通孔を連通するように形成された連結孔を含み、前記ハウジングの
内壁に密着配置され、前記流入ポートに供給された圧縮空気の圧力によって遊動してボー
ルジョイントの回動を制御するピストンと、
　一側が空気流入口、他側が空気排出口であり、表面に外部空間と連通する通孔が形成さ
れた回転対称形エアポンプであり、前記排出ポートの反対側に設置孔を形成し、排出ポー
トと設置孔に空気排出口側及び空気流入口側がそれぞれ挿合する方法で前記ハウジングに
装着され、真空ポンプの通孔はピストンの連結孔と連通する真空ポンプと、
　を含むことを特徴とする、真空パッド装置。
【請求項２】
　前記装着孔は、前記ボールジョイントのボール部と面接触する曲面を持つことを特徴と
する、請求項１に記載の真空パッド装置。
【請求項３】
　前記ピストンは前記流入ポートに供給された圧縮空気の圧力によって遊動してボールジ
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ョイントのボール部を加圧することにより、ボールジョイントの回動を制御することを特
徴とする、請求項１または２に記載の真空パッド装置。
【請求項４】
　前記ピストンは前記ボールジョイントのボールと面接触する曲面孔を持つことを特徴と
する、請求項３に記載の真空パッド装置。
【請求項５】
　前記ピストンの回転を防止するために、ピストンとカバーの間にピンが設置され、前記
ピンとピストンの間には僅かの遊隙があるので、ピストンの遊動に邪魔とならないことを
特徴とする、請求項１または２に記載の真空パッド装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は真空移送システムに使用される真空パッド装置に係り、特にボールジョイント
を用いてパッド部が回動できるようにすることで、対象物の表面に多様な角度で対応する
ようになされたパッド装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　真空移送システムとは、圧縮空気によって作用する真空ポンプを用いてパッド装置内に
負圧を発生させ、この発生した負圧を用いて対象物を把持した後、予定の場所に移送する
システムを言う。
【０００３】
　前記真空移送システムに使用されるパッド装置は、通常には真空ポンプの吸入ポートに
連結される硬質の本体と、本体の端部に固定結合される柔軟性吸着パッドとからなる。圧
縮空気が真空ポンプを通過しているうちに吸着パッド内の空気が真空ポンプの内部に流入
され、圧縮空気とともに外部に排出されることにより、吸着パッド内に負圧が発生するも
のである。
【０００４】
　この構造において、吸着パッドは本体の端部に直線的に固定されているため、本体と吸
着パッドの吸着面はいつも垂直関係にある。よって、本体の長手方向に垂直でない、対象
物の傾斜面には吸着パッドを即刻対応させにくい問題がある。
【０００５】
　このような問題を解決するための提案がある。これは、本体と吸着パッドの間に皺管ま
たはボールジョイント（ｂａｌｌ ｊｏｉｎｔ）を使用するものである。
【０００６】
　この構造において、吸着パッドは皺管またはボールジョイントを介して本体の端部に回
動可能に結合される。したがって、本体と吸着パッドの吸着面は垂直関係に限らなく、多
様な方向と角度をなすことができる。
【０００７】
　すなわち、吸着パッドは皺管またはボールジョイントを手段として自由に回動する。よ
って、本体の長手方向に垂直ではない対象物の傾斜面にも吸着パッドを即刻対応させて吸
着させることができる。この際、吸着パッドは本体に直線的ではなく、一定の方向と角度
で曲がっていている。
【０００８】
　しかし、吸着後の移送のために対象物を持ち上げているうち、吸着パッドが対象物の荷
重によって回動することになり、これにより対象物の正確で安全な移送ができなくなる問
題が発生する。
【０００９】
　対象物の正確な適用、設置、積載などのために、方向、角度、配置などを含む移送前の
対象物の状態は移送中及び移送後にもそのまま維持される必要がある。しかし、自由に回
動する前記吸着パッドは究極に移送中に対象物を回動させることなので、このような必要
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に応じることができない。
【００１０】
　一方、対象物の荷重に回転力が加わることにより、対象物が吸着パッドから脱落するお
それも発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は前記のような従来技術の問題点を解決しようと提案されたものである。すなわ
ち、本発明の目的は：
　（１）吸着パッドが自由に回動できるようにし、
　（２）吸着後の移送のために、対象物を持ち上げているうちにも回動角がそのまま維持
されるようにし、
　（３）対象物の正確でかつより安全な移送が可能になるようにした、
　真空パッド装置を提供することにある。
【００１２】
　本発明の他の目的は、真空ポンプを含み、真空システムをコンパクトに設計することが
できる真空パッド装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の真空パッド装置は、ハウジングと、ハウジングに回動可能に結合されるパッド
部と、ハウジングに内蔵され、パッド部の回動を制御するピストンとを含む。好ましくは
、本発明の真空パッド装置は、前記ハウジング及びピストンを用いてハウジング内に装着
される真空ポンプをさらに含む。より具体的には次のようである。
【００１４】
　前記ハウジングは、側壁に上下位置に形成された流入ポート及び排出ポート、下部に形
成された装着孔、及び上側に提供される密閉用カバーを含む。そして、パッド部は、長手
方向に貫通孔が形成されたボールジョイントと、前記ボールジョイントの端部に結合され
る吸着パッドとを含む。この際、前記ボールジョイントのボール部（ｂａｌｌ ｐｏｒｔ
ｉｏｎ）がハウジングの装着孔内に装着される方法により、パッド部がハウジングに回動
可能に結合される。
【００１５】
　前記ピストンは、前記排出ポートと貫通孔を連通させるように形成された連結孔を含み
、ハウジングの内壁に密着して配置される。このピストンは前記流入ポートに供給された
圧縮空気によって遊動し、対象物の移送の際、パッド部が任意に回動しないように制御す
る。好ましくはピストンとボール部は互いに接触し、ピストンが遊動してボールジョイン
トのボール部を加圧することによりパッド部の回動を制御する。
【００１６】
　前記真空ポンプは、一側が空気流入口、他側が空気排出口であり、表面に外部空間と連
通する通孔が形成された回転対称形エアポンプである。前記ハウジングの排出ポートの反
対側に設置孔を形成し、排出ポートと設置孔に空気排出口側及び空気流入口側をそれぞれ
挿合する方法で前記真空ポンプをハウジングに装着することができる。この際、真空ポン
プの通孔はピストンの連結孔と連通する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のパッド装置によれば、パッド部は所望の回動角で対象物に吸着される。そして
、圧縮空気として作用するピストンの遊動によって前記回動角が固定されるように制御さ
れる。したがって、対象物の正確で安全な移送がなされる。また、本発明の真空パッド装
置が真空ポンプを含むようにすることで、真空システムをコンパクトに設計することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
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【００１８】
【図１】本発明による真空パッド装置の実施例を示す断面図である。
【図２】図１の真空パッド装置の作用を説明する図である。
【図３】本発明による真空パッド装置の他の実施例を示す断面図である。
【図４】図３に適用された真空ポンプを示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以上に開示したかあるいは開示しなかった本発明の特徴と効果は以下の添付図面を参照
して説明する実施例によってより明らかになるであろう。
【実施例１】
【００２０】
　図１を参照すれば、本発明の真空パッド装置は符号１０で示す。前記パッド装置１０は
、ハウジング１１と、ハウジング１１に回動可能に結合されるパッド部１２と、ハウジン
グ１１に内蔵され、パッド部１２の回動を制御するピストン１３とを含む。
【００２１】
　前記ハウジング１１は上側が開放した中空型のもので、側壁には流入ポート１４と排出
ポート１５が上下位置に形成され、下部には装着孔１６が形成される。そして、上側には
密閉用カバー１７が提供される。
【００２２】
　前記パッド部１２は、長手方向に貫通孔１９が形成されたボールジョイント１８と、前
記ボールジョイント１８の端部に結合される吸着パッド２０とを含む。この際、前記ボー
ルジョイント１８のボール部２１がハウジング１１の装着孔１６内に装着される方法によ
り、前記パッド部１２がハウジング１１に回動可能に結合される。
【００２３】
　好ましくは、前記装着孔１６は前記ボールジョイント１８のボール部２１と面接触する
ことができる曲面を有する。これにより、ボールジョイント１８は装着孔１６内に堅固で
安全に装着されて回動することになる。
【００２４】
　前記ピストン１３は、内部に、前記排出ポート１５と貫通孔１９を連通する連結孔２２
が形成される。このピストン１３はハウジング１１の内壁に密着して配置される。この際
、ピストン１３のヘッド表面とカバー１７の間には、ピストン１３の遊動のための僅かの
遊隙（‘ｔ’）が形成される。
【００２５】
　このピストン１３は下部でボールジョイント１８のボール部２１と接触する。そして、
前記流入ポート１４に供給された圧縮空気の圧力によって下向きに遊動してボールジョイ
ント１８のボール部２１を加圧し、その加圧力によって、対象物の移送の際、ボールジョ
イント１８及びパッド部１２が勝手に回動しないように制御される。
【００２６】
　本実施例においては、前記ピストン１３がボールジョイント１８のボール部２１と直接
接触し、ピストン１３の遊動によって加圧することによりボールジョイント１８及びパッ
ド部１２の回動が制御されるものとして説明したが、例えばピストン１３の遊動のための
間接接触加圧方式または電子ブレーキ方式などの多様な制御方式の適用が可能であろう。
【００２７】
　好ましくは、前記ピストン１３は前記ボールジョイント１８のボール部２１と面接触す
る曲面孔２３を有する。これにより、ボールジョイント１８はピストン１３の直接的で大
きな摩擦抵抗によって加圧されるので、任意の回動が極力抑制される。
【００２８】
　図２を参照すれば、真空システムの構成において、前記パッド装置１０以外に別途の真
空ポンプＰが備えられ、ハウジング１１の排出ポート１５は真空ポンプＰの吸入ポートと
連通するように接続される。圧縮空気は前記真空ポンプＰまたはハウジング１１の流入ポ
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ート１４に供給され、これら供給経路は電磁バルブ装置によって選択的に制御される。
【００２９】
　本発明のパッド装置１０はパッド部１２が回動することを原則とする。したがって、パ
ッド部１２がハウジング１１に対して一定の方向と角度（回動角）で傾いている状態を想
定し、対象物移送時の前記パッド装置１０の作用を説明する。
【００３０】
　まず、圧縮空気は真空ポンプＰを通じて排出される。この際、高速の圧縮空気によって
前記吸着パッド２０内の空気が貫通孔１９と連結孔２２を通じて真空ポンプＰの内部に流
入され、圧縮空気とともに外部に排出される。この過程で真空ポンプＰ内には真空が形成
され、吸着パッド２０内には負圧が形成される。
【００３１】
　対象物の移送に必要なレベルの真空及び負圧に到逹すれば、圧縮空気は流入ポート１４
に供給されてピストン１３のヘッド表面を加圧する。すると、ピストン１３が下向きに遊
動してボールジョイント１８のボール部２１を加圧し、ピストン１３とボールジョイント
１８との間には強い接触摩擦力が生じる。
【００３２】
　この状態で対象物の移送が始まる。この際、前述したように、ピストン１３とボールジ
ョイント１８との間には強い摩擦力が生じているので、移送前にハウジング１１とパッド
部１２間の回動角は移送中にもそのまま維持できる。よって、対象物の正確で安全な移送
が可能になる。
【実施例２】
【００３３】
　図３を参照すれば、本発明の真空パッド装置は符号３０で示す。前記パッド装置３０は
前述した実施例（１）のハウジング及びピストンを用いて装着される真空ポンプ３１をさ
らに含むものである。したがって、図３において、実施例（１）の構成と機能的に同等な
構成には同一符号を付けて表記し、実施例（１）と同等な構成及び作用については特に説
明しない。
【００３４】
　図４を参照すれば、前記真空ポンプ３１は一側が空気流入口３２、他側が空気排出口３
３であり、表面に外部空間と連通する多数の通孔３４が形成された回転対称形エアポンプ
である。通常のポンプと同様に、内部には直列に形成される多段のノズル３５、３６、３
７が装着されている。ただ、このような類型のポンプが本発明で特別なものではない。
【００３５】
　図３に戻ると、前記ハウジング１１の排出ポート（図１の‘１５’）の反対側に設置孔
を形成し、前記排出ポートと設置孔に真空ポンプ３１の両端、つまり空気流入口３２側と
空気排出口３３側がそれぞれ挿合する方法で前記真空ポンプ３１をハウジング１１に装着
することができる。この際、真空ポンプ３１の通孔３４はピストン１３の連結孔２２と連
通する。
【００３６】
　まず、圧縮空気は空気流入口３２側に供給され、真空ポンプ３１を通して空気排出口３
３側を通じて外部に排出される。この際、高速の圧縮空気によって前記吸着パッド２０内
の空気が貫通孔１９、連結孔２２及び通孔３４を経由して真空ポンプ３１の内部に流入さ
れ、圧縮空気とともに外部に排出される。この過程で真空ポンプ３１内には真空が形成さ
れ、吸着パッド２０内には負圧が形成される。
【００３７】
　対象物の移送に必要なレベルの真空及び負圧に到逹すれば、圧縮空気は流入ポート１４
に供給されてピストン１３のヘッド表面を加圧する。すると、ピストン１３が下向きに遊
動してボールジョイント１８のボール部２１を加圧することにより、ピストン１３とボー
ルジョイント１８の間には強い摩擦力が生じる。この摩擦力は、対象物の移送の際、パッ
ド部１２の任意の回動を抑制するのに利用される。
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【００３８】
　図３において、符号３８はピストン１３の回転を防止するためにピストン１３とカバー
１７との間に設置されたピンであり、このピン３８とピストン１３の間には僅かの遊隙が
あるので、ピストン１３の遊動に邪魔とならない。
【００３９】
　符号３９は対象物を移送するのに加わることができる衝撃を吸収するために前記カバー
１７に垂直に装着された通常の緩衝装置、符号４０はパッド装置３０をロボットアームな
どの移送装置に連結させるブラケット、符号４１は真空ポンプ３１の空気排出口３３側に
装着されるサイレンサーである。ただ、これらの部品３８、３９、４０、４１が本発明の
パッド装置３０を構成する要素となるものではない。
【符号の説明】
【００４０】
　１０、３０：パッド装置　１１：ハウジング
　１２：パッド部　　　　　１３：ピストン
　１４：流入ポート　　　　１５：排出ポート
　１６：装着孔　　　　　　 １７：カバー
　１８：ボールジョイント　１９：貫通孔
　２０：吸着パッド　　　　２１：ボール部
　２２：連結孔　　　　　　 ３１：真空ポンプ
　３２：空気流入口　　　　３３：空気排出口
　３４：通孔　　　　　　　３８：ピン

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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